
令和 5年 11 月 7 日

川 西 市 長 越 田 謙 治 郎 様

川西市斎場に係る指定管理者選定委員会

委員長 坂 口 幸 弘

川西市斎場に係る指定管理者候補法人等の選定について（答申）

川西市斎場に係る指定管理者選定委員会規則第 2条の規定により、令和 5年 9

月 28 日付で諮問のありました川西市斎場に係る指定管理者の候補となる法人等に

ついて、本委員会として厳正かつ慎重に審議した結果、下記のとおりを選定いたしま

したので答申します。

記

指定管理者候補法人

代表団体名称 大林ファシリティーズ株式会社 大阪支店

所 在 地 大阪市中央区備後町 1丁目 7番 10 号

代 表 者 名 取締役常務執行役員大阪支店長 松井 秀雄

構成団体名称 株式会社 五輪

所 在 地 富山県富山市奥田新町 12-3

代 表 者 名 代表取締役 宮本 岳司朗



１．審査結果について

審査の結果は以下のとおりです。公表点は委員 5名の平均点としています。

２．選定方法について

（1）選定委員一覧

氏 名 所属・役職等 選出区分

委 員 長 坂 口 幸 弘
関西学院大学 人間福祉学部

教授
学識経験者

副委員長 西 岡 秀 爾

崇禅寺 住職

上智大学グリーフケア研究所

客員所員

学識経験者

山 本 利 映
やまもと中小企業診断士事務所

中小企業診断士

学識経験者

市民代表

安 本 秀 彦
安本税理士事務所

税理士

公認会計士

税 理 士

中 野 貴 治
川西市資産マネジメント部

施設マネジメント課
市 設 備 担 当



（2）審議経過

指定管理者候補法人を選定するにあたり、選定委員会を 2回開催しました。

委員会委員 5 名（学識経験者３名、税理士、市設備担当）が、応募１団体から提出

された書類及び面接に基づき、事業内容の妥当性や指定管理料とその効果、施設運

営能力、独自の提案内容などを総合的に審査いたしました。

審査にあたっては、各委員が、提案内容について、「基本方針」、「人材」、「運営・管

理」、「財務状況」、「価格」の 5つの項目を 32の評価項目に細分化し、0～5点の 6段

階で評価しています。採点方法は、応募団体の提案内容が仕様書の基準をクリアして

れば「3」とし、基準を超えていると判断すれば「4」以上を、基準を満たしていないと判

断すれば「2」以下で採点を行いました。評価点については、面接審査後の採点に配

点割合に係る係数をかけることで各委員の評価点を算出しています。

価格点については、100 点満点とし、応募事業者の提案金額に基づき、次の計算

式により算出した価格点を加算し、500 点満点で評価を行いました。

＜価格点算出計算式＞

（最低提案金額）/（提案金額）×100 （小数点第一位切り捨て）

なお、今回の選定にあたっては、評価点が各項目満点の 6割に満たない応募団体

については、指定管理者として選定しないこととしています。

選定委員会 開 催 日 開催場所 審議及び審査内容

第 1回 令和５年 9月 28 日
市役所 4階

庁 議 室

委員長・副委員長選出

事業概要の説明

募集要項等について審議

第 2回 令和５年 11 月 2 日
市役所 4階

庁 議 室

面接審査（ヒアリング）

審査状況に係る審議

指定管理者候補の選定

答 申 令和５年 11 月 7 日
市役所 4階

庁 議 室
市長へ答申



（3）評価項目と配点



３．審査結果に基づく選定理由

今回、指定管理者候補法人となった団体（代表団体：大林ファシリティーズ㈱大阪支

店）は、総合得点で高得点であっただけでなく、評価に関する 5項目うち「運営・管理」、

「財務状況」について特に高い評価をいたしました。

これは、同団体の持つ強みである「緊急時対応能力」、「安定的な財政基盤」、「継

続的な経営体制」が評価されたものです。

今回の候補者選定にあたっては、それぞれの専門分野の強みを活かし、委員全員

の忌憚のない意見により、有意義な意見交換がなされ、これらの意見を総合的に判断

し、決定したものです。

４．総評

川西市斎場は、今回が指定管理者制度導入の第２期にあたります。

公募をするにあたりましては、１団体から応募がありました。

今回、提案いただいた団体に対しては、「多様化する利用者ニーズにも対応できて

いるか」「民間のノウハウをできるかぎり活用して、効果的かつ効率的な運用を図れて

いるか」「充分な能力と民間ならではの創意工夫を活かした将来性のある提案がなさ

れているか」などについて総合的に評価し、判断させていただきました。また、新たな

課題となった残骨灰に含まれる有価物の取扱いについても市政に資する有意義な提

案がありました。

応募団体からは、今後、斎場として期待される機能の充実発展として、接遇や個人

情報、金銭の取り扱い、利用者の利便性の向上などの機能を具体化する取り組みな

ど、団体の強みや特色を活かした提案や質の高い運営を提供するための提案も見ら

れました。加えて、特色ある運営だけでなく、火葬業務を安定的に行うための人材確

保や指定管理期間の運営ができるかどうかを大きく評価いたしました。

最後に、指定管理者制度の運営にあたっては、市と指定管理者が密接に連携し、充

分な協議の下、時代の変化に対応して利用者に寄り添ったサービスの展開をしていた

だけるよう努めてください。


